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I群 「生活支援技術演習」履修者 

 

第 12回愛知県高校生 介護技術コンテストに出場！ 

奨励賞 受賞！ 

看護職などをめざす私たちが、介護にも挑戦！ 

「人を支える」学びは、看護にも介護にもつながっています。 

 

 

 

 

高校生介護技術コンテストって？ 

利用者のニーズや状態に合わせて、「どんな支援がよいか」を考え、介護技術を実演する大会です。大切なのは、

技術だけでなく、相手の気持ち・安全・その人らしさを考えること。他校の取り組みも間近で見ることができます。 

看護職などを目指していても挑戦できる！授業の学びを、本番の力に！ 

今回出場したのは、看護師や歯科衛生士などを目指す生徒たち。介護を学ぶことで、患者さんの生活を見る

視点や、安心できる声かけ・支援を考える力も身につきます。授業で学んだことをいかして、授業後も主体的に

練習に取り組みました。 

今回の課題 ▶ 「その人の願い」をどう支える？ 

事例 

ベッドで側臥
そ く が

位
い

(横向き)で休んでいる利用者さんが、「孫が来る前にベッド周りを 

きれいにして、椅子に座って待ちたい」と希望。安全に配慮しながら、本人のニーズを 

かなえる支援を考えました。また、折り紙で作成したイチゴの飾り物が床に落ちて 

いました。本校の生徒たちはそれを拾い、アドリブでいちごの歌を歌いながら 

一緒に飾りつけをするという楽しい時間を利用者さんと過ごしていました。 

みなさんならこの事例に対してどのようにサポートを考えますか？ 

 

 

 看護＋介護  学びの幅が、未来の力になる。 

 


